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回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値
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武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
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2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

カタリベ

フィー

妖精戦士

8

250

妖精の加護[属性:**]、浮遊

女 60

投獄されたことがある
大きな挫折をしたことがある
敵対する者がいる（いた）

9

9

10

11 6 26 4

13 6 2 30 5

6 3 2 20 3

6 6 21 3

4 1 15 2

6 3 19 3

ファイター

フェアリーテイマー

バード

ウォーリーダー

8

1

6

5

タフネス

防具習熟/金属鎧

回避行動

マルチアクション

頑強

2122

222

218

2125

218

エルフ語

交易共通語

ドワーフ語

汎用蛮族語

魔神語

妖精語

グラスランナー語

シャドウ語

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

モラル

レジスタンス

ビビッド

ララバイ

アトリビュート

ノスタルジィ

堅陣の構え

神速の構え

流麗なる俊陣Ⅱ：陽炎

強靭なる丈陣Ⅱ：安精

勇壮なる軍歌

カサドリス入門

流派武器

我、今日に生きはせず

言の葉は破れ散る

線上を歩く者

50

20

30

30

30

40 200

8 12 13 11

0

0

0

ミスリルチェイン 10 0

1

14

7

1

8ファイター

マナドーラ 2H 18 2 14 12 12 33

初期作成

消費

冒険者セット

アウェイクポーションx3

3 30 90 14 8 75

0/× 10 11 11 22

妖精魔法 1 3

仮面

宝石ケース+宝石（風1、水1）

筋力増強の腕輪 敏捷増強の腕輪

カタリベは自分で見聞きしたことを尊重する。

その少女は自我をもった妖精である。仲間達と各地を旅しながら生きていた。仲間内で彼女は浮いていた。友人も家族も、交友関係に問題が
あったわけでは決してない。少女は旅先の噂話が大好きである。出所もわからないような話を面白おかしく語るのを好んでいたが、仲間達は
それを嫌い、自分で見たことだけを語っていた。こんなにも面白いことがあるのにと、少女は仲間達に疑問を抱いていた。

カタリベは歴史の紡ぎ手である。文字を嫌い、口語を好む。

ある時立ち寄った国には、とてつもなく大きな図書館があった。歴史書から御伽噺、さらには恋愛小説まで多種多様な蔵書を少女はいたく気
に入り、その国に滞在している間は毎日入り浸っていた。文学の勉強に励み、図書館の本を片っ端から読む。仲間達はそんな彼女を見て、置
いていくことを決めた。自分達がやるべきことは書くことでなく、語ることである。
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